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地域につなぐ・地域とつながる教育活動 
5月25日から学校での授業を再開して１ヵ月になります。県をまたぐ往来の解禁、感染のリスク

が高い活動も可能という通知も出て、ホッとする気持ちもありますが、引き続き検温・手洗いや消

毒等を徹底し、かつ３密状態を避けるという感染症対策をしっかりと行ったうえで、これまで本校

が大切にしてきた『地域につなぐ』こと、さらに『地域につながる教育活動』を目指して今年も取

り組んでまいります。 
                             

春山校舎では、６月１２日『畑の学校』（農林事務所との連携事業3年目）開校式を行いました。 

今年も春山地区の松本様に学校近くの栄養たっぷりの黒土の畑を貸していただいております。 

また、当日は松本様と県中農林事務所等の8名の皆様に植え方等について御支援をいただきました。 

  

土の感触やおいしい空気を感じながら、小学部・中学部生

が人参の種をまいたり、サトイモの苗を植えたりしました。                                                                                 

今後、白菜や大根も植え、11月には収穫した野菜を調理して                                   

味わうまでの活動です。楽しみにしながら、育てましょう！ 

 

石崎校舎では、６月２２日から高等部産業現場等における実習（校内実習、３年生は校外での特別

実習含）を開始しました。「家庭班」と「総合サービス班」に分かれて校内実習を行っています。            

 

                                             

 

 

 

 

今年度の校内実習では、 

校舎を使わせていただいている 

船引高校の通路の窓拭きや廊下の 

清掃も行わせていただくことになり

ました。 

 

 

 

６月１９日（金）から、学部ごと（高等部は学年ごとでの実施）の授業参観・個別懇談等も始ま

りました。保護者の皆様との連携も大事にしてまいります。 

写真は、春山校舎（小学部・中学部）の授業参観日の授業風景です。                         

 

小3，4年「絵の具で遊ぼう」 小5年「おみせやさんを  小5，6年 劇遊びをしよう 中学部2年国語「ていねいな 

～あじさい作り～      ひらこう」       「三匹のこぶた」      ことばづかいをしよう」 

 

今年度の１学期は、健康管理と感染症対策をしながら、７月３１日まで行います。今後も地域並びに保護者の皆様の 

御協力をどうぞよろしくお願いいたします。             文責  校長  菅野 美恵子 

家庭班は、細かい 

刺繍や、メッシュ

手芸、ひも織り。 

石 崎 校 舎 

畑周辺の除

草、運搬中。 


